
坂田寺跡の調査

第2図  昭和47年 8月 ～10月

坂田寺は飛鳥寺とともに、わが国最古の寺隣として知られている。明日香村

大字坂田から栢森に至る県道 と、坂田の集落へ通ずる旧道とが分岐する付近で

は、古 くから礎石や古瓦が出土 してお 1,、 ここが坂田寺跡 と推忠されている。

このたび、建設省の 47年度事業である祝戸国営公園の建設に伴ない、公園ヘ

の進入解が推定坂田寺跡の北辺を通ることにな つたので、その事業に先だ つて

道路敷地内の調査″行な つた。発掘面積は約 3.5aで ある。

発掘 4‐l区 は、旧道が坂田と吉野方面とに分岐する地点であるっ通称「 まら石」
(注1)

と呼ばれている石造物の北狼1で、石田茂作氏推定の坂田寺問跡の北辺にあたる。

付透一帯は1北方約 100mを 流淑́ る飛鳥川に向か つて下がる傾斜地で、かな 1)

の高低差のある水田が作ら淑́ている。調査は、旧道をはさんで東西に長い トレ

ンナ″設意して行な つた。

調査の結果、この地域では姫斜地を数回にわた つて整地 していることが判明

し、池・濤・掘立柱列 4´建築物などが重複 した状態で絵出さ淑フた。これらの遺

構は大別して四期に分けられる。

次に、検出した各時期の遺構・遺物について概要を報告する。

第 I期 は 7世紀前半にあた り、この時期の遺構には、旧道東側の Aト レンテ

で検出した池 (SG]00)が ある。池の北端 。西端は発掘区の外になるため、

全規模を明らかにすることはできなか つたが、南北幅 10m、 東西幅 6m以上で、

中央部での深さは lm以上におよんでいる。東側の岸には、護岸のため、高さ

約 lmの 石積を築いてある。

第 Ⅱ郊は 7世紀後半にあた り、この時期の遺構には、土 拡 (SK080)、 素

掘りの溝 (SD081)、 土拡状の落ち込み (SXo82)な どがある。これらは

いずれも旧道西側の Bト レンチで紛出した。
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第 Ⅲ期は 8世紀前半にあたり、この時期の遺構には、濤 r sD050・ 051)、

掘立柱列 (SA060・ 061)、 建築物OB070)、 土払 (SK054)、 石列 (SX0

53)な どがある。濤は Bト レンナで検出した。いずれも石組みの溝で、東流す

る東西濤 (SD050)に 北流する南北濤 (SD051)が T字形に合流する。 東西

濤は、南北濤 との合流点の西約 4.54の位置から始まり、会長 12m以上、内幅 0.

5m、 深さ 0.5mで 赤る。南北濤は、 Bト レンテの中央南端にある石列状め遠構

(SXOⅢ 2う の北端より始ま 1)、 全長約 10m、 内幅約 0.5m、深 さ約 0。 4mで、底

には玉石が敷いてある。掘立柱列 (SA060・ 061)は 、 Aト レンチで粉出した。

SA060は 東西にならぶ 2本の柱列で柱関は 2,94mである。いずれも直径約 30

師の柱根が残 つていた。 SA061は 、この柱列の東延長線上 6.2mO)と ころから

始ま t)、 柱掘り方″ 2間分給出した。柱間は西から 2.5m、 2.Omで ある。SA0

60と SA061と は柱筋がそろ つており、同一の遺構である可能 ll■ も考えられる

が、両者の中間にあたる柱位置には掘り方は確認できなか つた。態築移 (SB0

70)は Cト レンチで検出した。 4本の柱根が一つの大きな掘イう方内に建てらぷ

ている。 うち 2本 は、 SA060・ 061と 平行し、柱間は 2.る m、 他の 2本は、この

柱列に直交する形でたち、柱間は 2.4■ で沐る。東歯列の柱根は直径 30翻、南

北列の柱根は直径 60側はどである。東西列の柱は南北列の柱より深 く、その根

元の両狽1に は、東西方向に、上下に約 50師ほどの間隔で二本ずつ木材 を柱に

そ つて横たえ、柱の根固めをしており、さらに、この横材の外側には石を詰め

て闘慮してある。南北の柱 t主 、東西の柱身立て構材を据えて埋めた段階で、掘

石細み濤 SD 050・ 051(西 より)
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り方を掘 つて建てられたもので、その根元には根巻き風に石を据えてある。こ

の建築物の性格については、南側が未発掘であるため、今後の調査を待 つて粉

討 したい。 Bト レンナ東南端、 SB070の東西柱列の西延長線上約20mの 位置

でも、 SB070の 東西列の柱と同様に木材を根元に横たえた柱根一本 (SX071)

を検出した。 SB070に 関連するものであろう力ち Bト レンチでは、ほかにも柱

根や柱掘方を検出したが、性格は不明である。

第Ⅳ期は 8世紀後半にあた り、この時期の遺構には、濤 (SD010・ 012・ 013・

016)、 瓦堆積 (SX020)、 土 拡 (sK011)、 石敷 (SX014・ 015・ 018)な

どがあり、これらは第 m理 の遺構の上層で検出した。濤はいず漁も北流する南

北溝である。 SD010は 内幅 0.3m、 深さ 0.omほ どの石組み溝で、北部は素押

りの溝 となり西へ折淑まが つている。 SD012・ 013は 、この濤の東約 5mと 9.

5mに かり、いずれも幅 lmほ どの浅い素掘りの濤である。 SD0121ま 第 Ⅲ期の

石組み濤で、最大幅 ],3m、 深さ約 0,4mで ある。瓦堆積 (SX020)tま 、丸瓦 。

平瓦が交互に組み合 つたまま、反転 して転落 した状態で遣存 していた。この状

況から瓦堆積の南に建物が想定されるが、建物本体は確認できなか つた。

これら四期にわたる送構のほかに、 Bト レンテ下層では、古墳時代の意物包

合層のあることを砕認とノた 0

♀1 : 1 1♀      1'     ISCM

池 SG 100出 土土器
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遺物には、土器・瓦・木簡・木製品などが沐る。

第 I期 の還物に tま 、土器・瓦・木簡 。木製品 ,金属製・

骨角製品などが赤る。これち はすべて池 (SG100)内 堆

積土から出上 した。須恵器には各器種があるが、量は多

くない。この時期の特徴力よく示す杯・きについてみる

と、国径 9帥ほどの内面にかえりをもつ蓋 (10)と これ

に組み合 う杯 (H)と が主体をなし、さらに、ほぼ同径

で短かい蓋受けの立ち上が りをもつ杯 (9)と こ́れに組み

合 う蓄 (8)とが少量共伴 している。須恵器に比べて土師

器の出土量は多い、土師器には各器種があるが、杯・皿

類が主体をなしている。杯は、胎上・色調・形態から A

(2・ 3・ 4)・ B(]う の二つに分けられる。Aは、胎上が 池 SG 100出土軒瓦

精良で赤味がか つた裾色を呈し、底の丸い擁形の器形である。外面はへら磨主

内面に細か く放射状暗文・らせん状暗文を施 したものが大部分を占めている。

Bは、微細な砂粒を合む胎上で、淡禍色を呈 し、日縁部 と底部との境が明瞭で

回縁が外方に屈折する器形で歩,る 。唐部外面は荒 くべら削りしたままである。

この種のものには暗文は認められない。皿は綿部の形態によつていくつかに分

けられる。いずぷも、内面に放射状暗文 。導弧状暗文・らせん状暗文を組み合

わせて加 している(5・ 6・ 7)ぅ この時期のものとして皿が確実に共伴 している

ことは興味深い。これら一群の上器は、当研究所による小治田宮跡推定地や雷

丘東方遺跡の最近の調査の成果なと を考慮すると、 7世紺中葉をや k遡 る時期

のものと考えられる。瓦も多量に出上 した。軒瓦では、坂田寺跡出上のものと

してすでに知られている 8葉の単弁蓮華文軒丸瓦 (2)や、飛鳥寺倉‖建時のもの

と同型式の単弁 10弁 蓮華文軒丸瓦 (1)、 手彫の忍冬唐草支軒平瓦 (3)などが

ある。多量に出上した丸瓦・平瓦は、現在整理中であるが、全体に砂粒を合む

胎土で、焼が硬 く、赤禍色1を 呈し、格子目の叩きのあるものが多ぃ。木綺には

「十斤」 と書かれた、長さ 5帥前後、幅 2師の付州.が 3点 ある。木製品には、

糸巻、琴柱、曲物、横櫛、杓柄などがある。糸巻は、ほぼ完形で、平城宮跡出
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土品によく似たものがある。ほかに「卍」 と墨書 した須恵器の杯などがある。

第 1理の遺物としては、土器・瓦・木簡がある。これらはおもに土 拡 (sK

080)、、濤 (SD081)か ら出土した。土器は藤原宮出土のものに近い■l式のも

のである。瓦には、 7世紀後半に属する単弁重弁軒丸瓦などがある。木簡は「

賀年 」と準1読できる断片が一点出土 した。

第 Ⅱ期の遺物には土 器・瓦 。木簡がある。須恵器には杯・蓄などがある。こ

れらは石組溝 (SD050・ 051)よ り出上した。土師器には杯・皿 。高杯 などが

ある。杯・皿には、放射状暗文・連弧状暗文・ らせん状暗女の輝 されているも

のが多い。これら一群の土器は、型式的にはほぼ神亀,(724～ 723)頃げ)も ので

ある。土器には暴書 したものが多く、 30数点ある。「知識」「南」「金」「

真」「新」「成」「大」「和」「太」などと書かれている。木簡は二点出上し

たが断片で型誇できない。

2上のように、景物は遠構に伴 うものが多く、とくに池 (SGloO)や 石組濤

(SD050'051)出 上の土器は、飛鳥 lllJ域での土器編年の基準となる良好な資

料 といえよう。

今回の調査で粉出した還構は、調香地が小範囲で赤 1)、 また各 トレンテ間ご

との送構の関連
ll■ の把握が充分でなく、 ll■格の半Ⅲ然 としないものが多い。これ

らの遣構は付近の小字名や瓦 。「 卍」の墨書土器などの出土遺物からみて落そ

らく坂田寺に関連するものと考えられる。 これらのうち、掘立柱列や湊など

は、寺域 の北限をEX画す る施設の一部の可能 l14が ある。また、 1、 Ⅱ郊遺構に

ついては、一定の方位を示すものがないが、 Ⅲ・Ⅳ期の遺構については、方位

が真東西に対して東で北に約 17度ぷれているものが多い。 これは地形にが制

された結果であろう。坂田寺の倉‖建については、文献によ漁フば用明 2(587)気

堆古 14(606)年 などの造寺の記事があるが、発掘調査の結果、第 1期 とし

た池 (SG100)の 出土遺物からみて、 7世紀調半にはすでに叛田散 ミ造営され

ていたと考えら加る。

(注 )石 田皮作『 飛鳥時代寺院址の研究』1936年

(注 )『 奈良国立文化財研究所年報』1971年
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